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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、IMD（IRSp53/MIMホモロジードメイン）ファミリーのメンバーをコードします。このファミリーのメンバーは、SH3（Srcホモロジー3）ドメインの有無に基づいて、IRSp53類似体とMIM類似体の2つのグループに分類されます。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、N末端に保存されたIMD（F-アクチン束形成ドメインとも呼ばれる）とC末端付近に標準的なSH3ドメインを有するため、IRSp53類似体グループに属します。このタンパク質はインスリン受容体チロシンキナーゼの基質であり、低分子GTPaseであるRacに結合します。細胞膜の変形とアクチン細胞骨格のリモデリングを結びつけるシグナル伝達経路に関与しています。哺乳類細胞で過剰発現するとアクチンの集合と膜突起の形成を促進し、腸管出血性大腸菌（EHEC）のペデスタルフォドメインにおける強力なアクチン集合複合体の形成に必須である。,機能：アダプタータンパク質として機能する可能性がある（潜在的）。アクチン束のクラスター形成に関与する。,PTM：インスリンに応答してチロシンがリン酸化される。,類似性：1つのIMD（IRSp53/MIM相同性）ドメインを含む。,類似性：1つのSH3ドメインを含む。,サブユニット：RAC1と相互作用する。F-アクチンに結合する。,
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	BAIAP2L1抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	BAIAP2L1 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：2000に希釈したIRTKSポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

